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　　人生で最も美味しい食事：迷走編
［前号の要約］2022 年の大晦日，自宅の大掃除が終わり，夕食前のつかの間の時間，リビングのソファ
に横たわりくつろぐ．まどろみの中で蘇る昔の思い出．2014 年のクリスマスシーズンにフランス・
ストラスブールで開催された研究会．低侵襲手術の世界的権威，マレスコ教授が主催したド派手な
ファカルティディナー．送迎バスで町中から遠く離れたイラウーゼルン村に向かう先に忽然と現れた
厳かな建築物．それがアルザス最高峰の三つ星レストラン，オーベルジュ・ド・リル．果たして，生
涯最高の食事に出合うことができたのか？
［本編］緑に囲まれた三角屋根の伝統建築，傍らには小川のせせらぎ，150 年以上も前にエーベルラン
家が創業した村のレストランが原点とのこと．室内はうっすらと木と香料の香り，アンティーク家具
や調度品が柔らかなイルミネーションに映し出され，クリスマスの飾り付けと同化している．さなが
ら，日本で言えば正月を迎えた古民家レストランといったところ．世界各地から招聘された十数人の
ファカルティは皆，感動の言葉を口にしながらテーブルに着いた．「カンカンカン」マレスコ教授が
ワイングラスをフォークで叩き，ディナーの始まりを告げる．「アタンシオン，シルブプレ！」フレ
ンチの重鎮，シェフのマルク・エーベルランが現れ，笑顔でご挨拶．期待に胸を膨らませる参加者の
前に，次々と食事が運び込まれる．前菜，スープ，そして次は……え～と何だったか？　……まどろ
みの中で思考停止……ウ～ン思い出せない……オレ何食べたっけ？　クリスマスシーズンにアルザス
最高峰の三つ星フレンチを食したという勲章は記憶の中に燦然と輝いているのに，何を食したのかが
思い出せない．読者の誤解がないようにコメントするが，オーベルジュ・ド・リルは日本にも支店を
出している超一流フレンチレストランであり，グルメ系メディアでは常に最高評価．この時のファカ
ルティディナーも素晴らしいものであった．でも，美味しかったことだけは覚えているのだが，死ぬ
ほど美味しかったかというと……ソファでゴロゴロしながら自問自答……自分がたった今，夢想し追
い求めていたものは何だったのか？　美味しいもの……すごく美味しいもの……超絶美味しいもの．
自分のこれまでの人生 62 年間，そのようなモノとの出合いがなかったのでは？　そんな寂しい人生，
許せない！　でもでも否，それは『食欲』という人間の本能が求める単なる幻想ではないか……．ウ～
ン，その時脳裏をかすめたのは 50 年以上前のかすかな記憶．そう，それは！（つづく，たぶん）
 （田邉　稔）
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